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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部未来戦略課  

 

総合計画策定事業費（予算額３，７５５千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

第９次総合計画前期基本計画が令和８年度で終了するため、前期基本計画等を検証し、能登

半島地震などによる社会環境の変化等を踏まえ、後期基本計画（令和９年度～）を策定するも

の。 

 

２ 事業概要 

第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略と整合を図り、市民の意見を集約して、総合計画審

議会において審議し、後期基本計画を策定する。 

⑴ 委員構成 

総合計画審議会３０名（学識経験者、行政機関・各種団体の代表者及び公募による市民） 

 

⑵ 事業費内訳 

ア 審議会開催費  ２８１千円 

委員費用弁償１９１千円、会場使用料７４千円、会議お茶代１６千円 

   イ 計画策定費  ３，４７４千円 

     デジタルブック作成費２，４２０千円、土地利用図作成委託料１，０３４千円、 

参考図書代２０千円 

⑶ 策定スケジュール 

   令和８年 ５月 基本計画骨子案の策定 

           １０月 基本計画素案の策定 

   令和９年 １月 審議会からの基本計画の答申 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標]  ４ 市民とともにつくる持続可能なまち 

 [政  策]  １ 市民全体のまちづくり 

[施  策]  １ まちづくりの市民参加の推進 

[主要施策] （１）市政への参画機会の充実 

 

４ 財源措置 

繰入金  ふるさとづくり基金繰入金  ３，７００千円 

一般財源                  ５５千円 

 

５ 将来にわたるコスト計算 

計画的に政策等を推進して、効率的、効果的な行政運営を行う。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部未来戦略課  

 

ひみ大好き若者貢献促進事業費（予算額１，０２２千円） 

 

 

１ 背景、経緯及び効果 

若者に選んでもらえる地域を目指して、本市とつながる若者を増やすとともに、その中で本

市に貢献したいと意欲のある若者による取組を支援して本市の活力につなげるもの。 

 

２ 事業概要 

⑴ 氷見につながる若者を増やす         ２２千円 

市内外の氷見に貢献したいと思う若者を募集し、登録者を対象に情報の提供や交流会を開催

する。 

ア 氷見とつながる若者（１８歳～３９歳）を募集し、登録証を交付 

イ 登録者への本市の最新情報の提供 

ウ 登録者交流会（市内、首都圏、中京、関西）の開催 

⑵ 若者氷見貢献・応援プロジェクト支援  １，０００千円 

意欲のある活動的な若者をグループ化し、それぞれの氷見への貢献・応援活動（若者が集う

イベントなど）の企画・運営を委託して支援する。（２５０千円×４回） 

⑶ 事業費内訳 

 登録用用紙消耗品費                 １千円 

 交流会会場使用料                 ２１千円 

 貢献・応援活動委託料（２５０千円×４回）  １，０００千円 

    合計                 １，０２２千円 

⑷ 事業スケジュール 

令和８年４月～ 登録の募集 

５月～ 登録者に本市の最新の情報を提供 

１０月～ 交流会の開催・若者グループによるイベント等の企画・運営 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ５ 活気にあふれる地域づくり 

[施  策]  ３ 多様な交流の推進 

[主要施策]（１）交流・関係人口の創出・拡大 
 

４ 財源措置 

一般財源 １，０２２千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

市内の若者が減少しているなかで、本市に関わる市内外の若者を増やし、本市の活力につ

なげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部未来戦略課  

 

定住促進事業費（予算額２２，１００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

定住に特化する事業費とし、その促進に向けて、定住マイホーム取得支援補助金等を拡充す

るもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ 定住マイホーム取得支援補助金【拡充】  ８，５００千円 

子育て世帯及び新婚世帯に対する補助金を２００千円から５００千円に引き上げるととも

に、新婚世帯の対象要件を婚姻から１年以内を３年以内とする。 

ア 対象 子育て世帯、新婚世帯、居住誘導区域内、三世代同居及び三世代近居 

イ 内訳 子育て世帯及び新婚世帯 ６，０００千円（５００千円×１２件） 

居住誘導区域内      ９００千円（１００千円×９件） 

     三世代同居      １，５００千円（３００千円×５件） 

     三世代近居           １００千円（１００千円×１件） 

 

⑵ 住宅リフォーム支援補助金【拡充】 １３，０００千円 

新婚世帯の対象要件を婚姻から１年以内を３年以内とする。 

ア 対象 子育て世帯、新婚世帯、３０歳未満世帯及び三世代同居 

イ 内訳 １３，０００千円（５００千円×２６件） 

⑶ まちなか居住支援補助金      ６００千円 

ア 対象 まちなか地区での隣接土地購入及び売却 

イ 内訳 売主：２００千円(１００千円×２件) 

買主：４００千円(２００千円×２件) 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ３ 快適で住みやすい都市環境の整備 

[施  策] ２ 快適な生活基盤の構築 

[主要施策]（２）住宅環境の整備 
 

４ 財源措置 

県支出金 地域少子化対策重点推進交付金（補助率２/３）     ８６６千円 

繰入金  ふるさとづくり基金繰入金           ２１，２００千円 

一般財源                            ３４千円 
  

５ 将来にわたるコスト計算 

定住の促進を図り、人口減少の抑制及び地域の活力につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部未来戦略課  

 

空き家活用まちづくり事業費（予算額４９，５９４千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

増加する空き家を減らしていくために、新たに活用に向けた補助制度を創設するほか、相談

から解決に導く仕組みを構築して実施するとともに、低価格の空き家の流通を促進するため、

成約等報奨金を引き上げるもの。 

 

２ 事業概要 

⑴ 空き家利活用支援事業費補助金【新規】  ２４，０００千円 

空き家の流通を促進し、まちづくりに活かすため、店舗等への改修経費に対して支援する。 

ア 第３期総合戦略の取組に基づく施設（飲食店や宿泊施設、シェアオフィス等）への改修 

〔補助率１/２ 上限３，０００千円〕２１，０００千円（３，０００千円×７件） 

イ それ以外の施設への改修 

〔補助率１/２ 上限１，０００千円〕  ３，０００千円（１，０００千円×３件） 

⑵ 空き家に関する総合的な相談（報償費）【新規】  １９２千円 

ＩＪＵ応援センターにおいて相談を受けた空き家や空き地等の問題に対して、専門家によ

る検討会（月２回程度）で解決策を協議して回答 

⑶ 空き家等流通促進報奨金【拡充】       ２，７００千円 

     （仲介手数料０円空き家バンク） 

 ア 登録時報奨金：１００千円→１５０千円   ９００千円（１５０千円×６件） 

 イ 成約時報奨金：２００千円→３００千円 １，８００千円（３００千円×６件） 

⑷ 空き家優良物件化補助金         ２１，０００千円（３，０００千円×７件） 

⑸ 空き家片付け支援補助金            ９００千円（３００千円×３件） 

⑹ 空き家情報バンク登録促進奨励金        １００千円（５０千円×２件） 

⑺ その他（みなとがわ倉庫の管理費など）     ７０２千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ５ 活気にあふれる地域づくり 

[施  策] ２ ＩＪＵターンの促進 

[主要施策]（１）相談窓口や補助制度の充実 
 

４ 財源措置 

国庫支出金 空き家対策総合支援事業費補助金（補助率１/２、１/３） ２２，８００千円 

一般財源                             ２６，７９４千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

空き家の増加を抑制するとともに、地域の活力に寄与する。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 
令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  
企画政策部地域振興課  

 

地域活力創造支援事業費（予算額１１，１６２千円） 
 

１ 背景、経緯及び効果 

これまでのおらっちゃ創生支援事業費補助金を見直し、第３期まち・ひと・しごと創生総合
戦略の基本目標Ⅰ「魅力的な地域をつくる」に向けてオール氷見で地域の活力の創造に取り組
んでいくため、自発的、自主的な取り組みを支援する。また、担い手不足や新型コロナウイル
ス感染拡大、能登半島地震等により休止している地域の獅子舞の再開に向けて新たに支援して
地域のコミュニティの維持につなげるもの。 

２ 事業概要 

地域活力創造支援事業費補助金 

  （1）「魅力的な地域をつくる」に向けた支援【見直し】    ５，０００千円（１０件分） 

    ① 補助対象 
自治会や各種団体が実施する「将来に希望の持てるまちをつくる」や「地域の持続性を
確保する」に向けた取組 

    ② 補助金額等  
   事業費１００千円以上を対象とし、補助率２／３で補助上限を５００千円とし、交付は

最長継続で３年間までとする。 

  （2）地域コミュニティの維持に向けた獅子舞等の持続性の確保に向けた支援 

    ① 獅子舞の再開に向けた支援【新規】          １，０００千円（５件分） 
     ア 補助対象 

  ５年以上獅子舞を実施していない地域が自治会や団体等が祭りで行う獅子舞をまわ
す経費（人件費、旅費、飲食代及び政教分離の原則に抵触するものを除く） 

      イ 補助金額等  
          各地域１回限りとし、補助率１０／１０で補助限度額を２００千円とする。 

      ② 伝統芸能の用具等の整備に対する支援         ４，０００千円（４件分） 
【継続・地域生活基盤整備支援事業費から移管】 

    ア 補助対象 
     自治会や団体が実施する獅子舞などの伝統芸能の用具の購入及び維持等や保存継承す

る団体の設立に要する経費 
       イ 補助金額等  
      事業費が５００千円以上を対象とし、補助率１／２で補助上限を１，５００千円とす 

る。 

（3）旧おらっちゃ創生支援事業費補助金経過措置分      １，１００千円 

(4) その他（報償費、お茶代）                  ６２千円 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 
 [政  策] ５ 活気にあふれる地域づくり 
[施  策] １ 市民によるまちづくりの促進 
[主要施策]（１）まちづくりへの参画意識の醸成と体制支援 

４ 財源措置 

繰入金  ふるさとづくり基金繰入金 １１，１００千円 
一般財源                  ６２千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

地方創生に向けて、自治会や各種団体などオール氷見で取り組むことで、より大きな活力
となり、目指す魅力的な地域の実現に寄与する。 

-5-



令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部地域振興課  

 

氷見駅を核としたまちづくり事業費（予算額９，６２９千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

活力とにぎわいのある「ひみ」の創造に向けて、まちづくりの拠点となる氷見駅周辺への人

の流れをつくり、賑わいを創出するため、「氷見駅周辺まちづくり構想（仮称）」を策定すると

ともに、氷見駅を起点としたまちづくりの推進に向けて、「氷見駅からひみ番屋街までの新交

通システム」の検討を行うもの。 
 

２ 事業概要 

（１）「氷見駅周辺まちづくり構想（仮称）」の策定 

氷見駅周辺の将来像や方向性等をまとめるため、必要なアンケート調査や将来動向、分析等

の業務を委託するとともに、関係団体等で構成する策定委員会を設けて、構想を策定する。 

【事業費（９，６０９千円）】 

構想策定業務委託料９，３９４千円、策定委員報償費（１１人×３回分）２１０千円、 

需用費（お茶代）５千円 

【策定スケジュール】 

   令和８年 ７月 第１回策定委員会（氷見駅周辺の現状・課題の整理） 

        ９月 第２回策定委員会（今後の取組方針等の検討） 

       １０月 第３回策定委員会（構想案の決定） 

（２）「氷見駅からひみ番屋街までの新交通システム」の検討 

サウンディング型市場調査の手法により、新交通システムの安全性や市場性、効率性等を踏

まえて、移動の足の確保や利便性の向上等による地域の活性化などの提案等をもらい、その中

から提案採用者と新しい交通システムの構築に向けた対話・協議を行う。 

【選定委員】 

地域住民の代表者、まちづくりに関する有識者及び市長 ５名 

【事業費（２０千円）】 

選定委員報償費（４人分）２０千円 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ２ 働きたいまち 

 [政  策] ３ 商工業の活力が持続・発展するまちづくり 

[施  策] ３ 中心市街地の活性化 

[主要施策]（１）まちなかの賑わいの創出 

４ 財源措置 

繰入金  ふるさとづくり基金繰入金  ９，６００千円 

一般財源                  ２９千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

城端線・氷見線鉄道事業再構築事業による両線の利便性・快適性の向上を活かして、氷見

駅周辺及び氷見駅を起点としたまちづくりを進め、定住や観光などの活力創造につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部地域振興課  

 

ＮＰＯバス運営推進事業費（予算額３１，９３１千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

料金収入等が減少傾向にあるなかで、中山間地域等の移動手段を支える地域運営ＮＰＯバス

の持続性を確保するために、「地域運営ＮＰＯバスの持続性の確保に向けた基本方針」に基づ

き、運行経費に対する補助を拡充するもの。 
 

２ 事業概要 

ＮＰＯバスのデマンド運行の実施により、国及び県から地域公共交通確保維持改善事業費補

助金が交付され、市の負担額が軽減される。地域運営ＮＰＯバスの持続性とそれを支える市の

財政負担等を勘案して、氷見市ＮＰＯ交通空白地バス路線支援事業費補助金の補助率を現行の

１０分の６から１０分の７に引き上げるとともに、運行収入等が運行経費の１０分の４以上と

なっていたものを１０分の３以上として支援を拡充する。 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ２ 快適で住みやすい都市環境の整備 

[施  策] ３ 地域交通網の確保 

[主要施策]（１）市内交通網の確保 
 

４ 財源措置 

国庫支出金 地域公共交通確保維持改善事業費補助金（補助率１／２） ２，５７９千円 

県支出金  ＮＰＯ交通空白地バス路線支援事業費補助金（補助率１／２・１／３） 

 ６，９４９千円 

一般財源                            ２２，４０３千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

地域運営ＮＰＯバスの運行を支援して、日常生活に不可欠な交通インフラの維持・確保に 

つなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部地域振興課  

 

復興まちづくり推進事業費（予算額１３，８９８千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

甚大な被害のあった地区の自主的な復興に関する計画作成やコミュニティ維持、解体跡地の

暫定利用に対する活動を支援するとともに、市内の解体跡地で住民が憩う公園の整備や雑草対

策に対し補助等を行うもの。 
 

２ 事業概要 

氷見市復興まちづくり推進会議の運営及び復興まちづくりに関する地域への支援 

(1) 復興まちづくり推進会議[復旧・まちづくり検討会議を改編]  

 専門家や地域委員等で、課題の議論やアイデアを抽出  

委員の旅費や報償費、食糧費、助言者の旅費と報償費 
198 千円 

(2) 地区計画等支援[継続、４地区対象]   

 地区の特性とニーズを踏まえた計画作成や区画整理の推進  

会議開催費等 500 千円×５か所 
2,500 千円 

(3) イベント支援[継続、４地区対象]   

 地区を離れた住民も参加できるイベント経費や通信費を支援 

補助率 1/2 で上限 200 千円×４か所 
800 千円 

(4) ひみ花プロジェクト[新規、４地区対象]   

 整地費や培養土・種・苗購入費、水道代等の必要経費を支援 

補助率 10/10 で上限 100 千円×４か所 
400 千円 

(5) 地区活動支援[新規、４地区と他地区対象]   

 
４地区や他地区の解体跡地を活用した公園整備等を支援  

４地区補助率 10/10 で上限 1,000 千円×５か所 

他地区補助率 2/3 で上限 1,000 千円×２か所 

7,000 千円 

(6) 雑草対策支援[新規、解体跡地対象]   

 
解体跡地に実施する防草シートの設置等を支援  

１軒当たり３万円を上限に係る費用の 1/2 を補助 

申請数見込み 100 軒×30 千円 

3,000 千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ４ 市民とともに作る持続可能なまち 

 [政  策] １ 市民主体のまちづくり 

[施  策] １ まちづくりへの市民参画の推進 

[主要施策]（１）市政への参画機会の充実 
 

４ 財源措置 

繰入金  ふるさとづくり基金繰入金 １３，８００千円 

一般財源                  ９８千円 
  

５ 将来にわたるコスト計算 

被害が甚大な地区における課題やニーズを踏まえた復興に向けた取組みの促進につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部地域振興課  

 

アンコンシャス・バイアス解消推進事業費（予算額４，６０２千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

人口減少の要因として、進学を機に転出した若者や女性が戻ってきていないことが挙げられ

ており、それには古い考え方や慣習などが影響していることから、その解消に向けて性別によ

るアンコンシャス・バイアスの理解を深め、その解消を図るもの。 
 

２ 事業概要 

自治振興委員に対する講演会や地域・経済分野におけるワークショップを開催して、改善に

向けた意識の醸成を図るとともに、解消に向けて取り組む内容について話し合い、それを反映し

て、プラン検討会議での審議を踏まえ、みんなのアクションプラン（地域・経済）を策定する。 

【事業費】 

(1) 意識の醸成に係る経費 １，５２５千円 

       ・自治振興員向けの講演会開催費 

・地域向け・事業所向けのワークショップ開催費（各２回） 

(2) アクションプラン策定等に係る経費 １，０９７千円    

    ・専門家による検討会議の運営委託料及び検討会議委員の報償費等（会議２回）  

    ・アンケート実施に係る郵便料 

   ・プラン印刷費 

(3) アドバイザー等に係る経費 １，９８０千円 

      ・年間を通じた専門的知見による企画及びコーディネート等委託料 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ５ 一人ひとりが尊重される社会の実現 

[施  策] １ 人権尊重社会の形成 

[主要施策]（２）男女共同参画の推進 
 

４ 財源措置 

繰入金  ふるさとづくり基金繰入金 ４，６００千円 

一般財源                  ２千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

性別によるアンコンシャス・バイアスを解消して、若者や女性に選ばれ、活躍できる地域

づくり、活力とにぎわいのある「ひみ」の創造につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

企画政策部地域防災課  

 

防災行政無線整備事業費（予算額１４，９９３千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

本市では、災害発生時等における被災者への情報伝達手段として、市全域を通信エリアとし

てカバーすることを基本としたＭＣＡ無線方式による防災行政無線システムを活用してきた

が、令和１１年５月３１日をもって通信サービスが終了するため、確実に情報伝達ができるよ

う、本市の地形的特徴等を考慮した最適な防災行政無線システムを整備する必要があるもの。 
 
 

２ 事業概要 

電波伝搬調査等の基本調査を含め、主となる２方式「①デジタル方式（自営網）」「②ＩＰ方  

式（携帯電話網）」の特徴を整理し、各種設備の比較検討、維持管理費等を基に、有効な防災行

政無線システムを検討し、実施設計を行う。 

⑴ 事業費  

委託料 １４，９９３千円（実施設計業務委託） 
 

⑵ 事業スケジュール 

令和８年度        実施設計（基本調査含む） 

令和９年～令和１０年度  工事施工 
 
 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] １ 災害に強い安全・安心なまちづくり 

[施  策] １ 防災・減災対策の充実 

[主要施策]（１）危機管理体制の強化 
 
 

４ 財源措置 

市債   緊急防災・減災事業債（充当率１００％ 交付税算入率７０％）１４，９００千円 

一般財源                                  ９３千円 
 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

災害発生時において重要な情報伝達である防災行政無線を整備し、市民の安全・安心な日

常生活の確保と災害に強いまちづくりにつなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

総 務 部 総 務 課  

 

行政経営推進事業費（予算額７，７１６千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

市民ニーズの高度化・複雑化に伴い、行政が直面する課題は多様化している。これらの課題

に的確に対応するためには、職員一人ひとりの能力向上に加え、組織全体としての対応力を強

化することが求められている。  

そのため、業務の効率化や改善に向けた意識付けとともに、職員のコンプライアンス意識の

醸成に取り組むことで、全庁的な業務改革とコンプライアンスの推進を図り、最終的には市民

サービスの向上につなげていくもの。 

 

２ 事業概要 

⑴ 業務改善に向けた意識付け及び実践【新規】 ５，６２１千円（委託料） 

各課から１名選出した行革推進リーダー（仮称）を対象に、業務改善体験ワークショップを

開催し、業務改善の進め方等を学び、各課へのヒアリング等を踏まえて、モデル事業を２～３

件抽出し、委託事業者による伴走型支援のもとで業務改善に取り組む。 
ア 業務改善体験ワークショップの開催 
イ 業務改善モデル事業（２～３件）における業務改善の実践 
ウ 業務改善案の取りまとめ及び行政改革プランへの反映 
 

⑵ カスタマーハラスメント対策【新規】 １，７１３千円（使用料及び賃借料） 

カスタマーハラスメント対策マニュアルの実効性を高めるとともに、電話対応に伴う職員

の精神的負担や長時間対応による通常業務への支障を軽減するため、自動録音告知機能や通

話録音機能、音声応答機能などを導入する。 
 

⑶ その他 ３８２千円（報償費、委託料） 

   コンプライアンス委員会の開催、ハラスメント防止研修の実施、公益通報窓口の設置など 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ４ 市民とともにつくる持続可能なまち 

 [政  策] ２ 効率的な行財政運営 

[施  策] １ 経営的な視点による持続可能な行財政運営 

[主要施策]（２）職員力・組織力の向上 

 

４ 財源措置 

一般財源 ７，７１６千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

市民から信頼される市政運営を実現するため、全職員が一体となってコンプライアンスの推進

に取り組むとともに、職員の意識改革と行政改革を進め、業務の効率化を図ることで、最終的に

市民サービスの向上に繋げる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

総 務 部 総 務 課  

 

働きやすい職場づくり推進事業費（予算額６，５３７千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

労働人口の減少により人材確保が一層困難となる中、職員の離職防止と定着促進の重要性はこれ

まで以上に高まっており、「気持ちよく働ける職場環境づくり」をテーマに職員から募集した提案

のうち、効果的かつ実施可能なものから順次取り組み、働きやすい職場環境の実現を目指すもの。  
 

２ 事業概要 

⑴ Ｂ棟２階打合せスペースのリニューアル ２，８９３千円 

個人利用や複数人での打合せなど、業務内容や目的に応じて柔軟に活用できる環境を整え

るため、机や椅子などの備品を更新する。 ※詳細は別紙 

 

⑵ ３０１会議室のリニューアル      ３，５４３千円 

ランチルームとしての充実を図るとともに、大人数での会議など多目的に使用できるよう、

机や椅子などの備品を更新する。 ※詳細は別紙 

 

⑶ その他 １０１千円 

ア オフィスランチ等の充実（市内飲食店の出張販売等） ゼロ予算 

イ 繁忙期における「お助け制度」の導入（職員同士の支援体制の構築） ゼロ予算 

ウ 外部経験を取り入れた本市組織風土の改善（ワークショップ等の開催） ゼロ予算 

エ 庁内ＢＧＭの導入（朝、昼、夕） 101 千円 

 

⑷ 事業費内訳 

   役務費８０千円、使用料及び賃借料１０１千円、備品購入費６，３５６千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ４ 市民とともにつくる持続可能なまち 

 [政  策] ２ 効率的な行財政運営 

[施  策] １ 経営的な視点による持続可能な行財政運営 

[主要施策]（２）職員力・組織力の向上 

 

４ 財源措置 

一般財源 ６，５３７千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

職員のニーズに応じた取組みを展開し、職員の離職防止と定着促進を図ることで、気持ちよく働

ける職場環境づくりを進め、企画立案能力の向上と市民サービスの更なる充実へと繋げる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

市 民 部 福 祉 介 護 課  

 

生活困窮者自立支援事業費（予算額４５，６９９千円） 

１ 背景、経緯及び効果 

生活困窮者自立支援法等に基づき、様々な困難を抱えている生活困窮者に対して、自立に向

けた支援を重層的に行うもの。 

２ 事業概要 

⑴ ひきこもりステーション事業【新規】  ９，２９８千円（委託料） 

ひきこもり支援コーディネーターを３名配置するひきこもりステーションを新たに設置し、

相談支援の強化を行うとともに、当事者にとって自宅以外に安心して自由に過ごせる場・社

会復帰の前段階の中間的な受け入れの場としての機能を持つ居場所づくりや、家族会の開催、

住民向けの研修会の開催等を実施する。 

【事業内容】相談支援事業、居場所づくり事業、連絡協議会・ネットワークづくり事業、 

当事者会・家族会開催事業、住民向け講演会・研修会開催事業 

   

⑵ その他【継続】 

ア 被保護者就労準備支援事業（委託料）   ６，３３１千円 

イ 住居確保給付金（扶助費）          ３６０千円 

ウ 生活困窮者自立相談支援事業（委託料） １６，４７２千円 

エ 家計改善支援事業（委託料）       ２，８１９千円 

オ 子どもに対する学習支援事業（委託料）  ６，６３３千円 

カ その他（人件費等）           ３，７８６千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

[政  策] ２ 誰もが元気に過ごせるくらしの充実 

[施  策] １ 持続可能な地域福祉の推進 

[主要施策]（１）地域で支え合う福祉の推進 

 

４ 財源措置 

国庫支出金 生活困窮者自立支援事業費負担金（負担率３／４）  ３，１０６千円 

国庫支出金 生活困窮者就労準備支援事業費等補助金      １４，０６４千円 

（補助率１／２、２／３、３／４）         

国庫支出金 重層的支援体制整備事業費交付金（補助率３／４） １２，３５４千円 

一般財源                          １６，１７５千円 

 

５ 将来にわたるコスト計算 

様々な困難を抱えている生活困窮者の自立と尊厳の確保、支援を通じた地域づくりを目指す。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

市 民 部 福 祉 介 護 課  

 

高齢者見守り移動販売支援事業費（予算額７００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

市内の中山間地域において、日常生活に必要な食料品や日用雑貨品等の販売を通じ、高齢者

の見守りの役割も担う移動販売事業者等に対し、その運営経費の一部を支援し、高齢者の見守

り体制の充実を図るもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ 補助対象者 

氷見市内の中山間地域で週１回以上、自動車により生鮮三品（食料品の中でも特に鮮度が求

められる「青果（野菜・果物）」「鮮魚」「精肉」の３つの食材のこと）及び日用雑貨品等の移動

販売を実施し、併せて定期的な個別訪問等による高齢者の見守り活動を行う事業者や団体等 

 

⑵ 補助対象経費 

移動販売車の燃料費、消耗品費、広告費 

 

⑶ 補助金額等 

移動販売車１台あたり、年額１００千円を上限に補助（補助率１／２） 

 

⑷ 事業費 

補助及び交付金 ７００千円（１００千円×７事業者） 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ２ 誰もが元気に過ごせるくらしの充実 

[施  策] １ 持続可能な地域福祉の推進 

[主要施策]（２）包括的な支援体制の整備と人材の確保 
 

４ 財源措置 

繰入金 社会福祉事業振興基金繰入金 ７００千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

市内の中山間地域における高齢者の見守り体制の充実につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

市 民 部 福 祉 介 護 課  
 

物価高対策生活者支援事業費（予算額１３６，０００千円） 
 

１ 背景、経緯及び効果 

物価高の影響を受ける低所得世帯及び７５歳以上の後期高齢者世帯への生活支援として、

地域内商品券を配布し、経済的負担の軽減を図るもの。 

 
２ 事業概要 

⑴ 事業内容 

基準日において氷見市に住民登録のある低所得世帯及び後期高齢者のみ世帯の世帯主に

対し、ひみキトキト商品券を交付する。 

⑵ 対象者、支援額等 

対 象 者 世 帯 数 支 援 額 

令和７年度住民税非課税世帯の世帯主 ４，１００世帯 

２万円相当の商品券 令和７年度均等割りのみ課税世帯の世帯主 １，０００世帯 

後期高齢者(７５歳以上)のみ世帯の世帯主 １，２００世帯 

⑶ 基準日  令和８年１月１日 

⑷ 配布方法等 対象世帯へ引換券を送付。指定期間中に指定場所（プラファ及び商工会議

所）にて引換券と商品券を交換する。 

⑸ スケジュール(予定)  

令和８年４月末       対象者確定 

５月中旬      引換券発送 

５月中旬～６月末 引換券と商品券の交換期間 

～９月末     商品券の使用期間 

～１１月末     使用済み商品券の換金 

⑹ 事業費  １３６，０００千円（給付費１２６，０００千円 事務費１０，０００千円） 

 
３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ２ 誰もが元気に過ごせるくらしの充実 

[施  策] １ 持続可能な地域福祉の推進 

[主要施策]（１）地域で支え合う福祉の推進 

 
４ 財源措置 

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金   １３６，０００千円 

         （補助率１０／１０)                  

 
５ 将来にわたるコスト計算 

長期化する物価高騰に対する支援措置を実施することにより、低所得世帯の経済的負担

を軽減し、安心して自立した生活を送ることができる環境づくりにつなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

市民部子育て支援課  

 

保育補助者雇用強化事業費（予算額７，３２３千円） 

 

 

１ 背景、経緯及び効果 

 離職率が高い傾向にある保育士の労働環境の改善と定着率の向上を目指し、保育士の勤務環

境改善に取り組んでいる保育事業者を支援するもの。 

 

２ 事業概要 

保育士の補助を行う保育補助者を雇用し、勤務環境の改善に取り組んでいる事業者に対して

必要な経費の一部を補助する。 

⑴ 補助要件 

潜在保育士、もしくは無資格であって保育に関する研修を受けた者等を雇用した保育事業者 

⑵ 補助基準額 

保育補助者の経験年数に応じた補助基準額を交付（複数配置の場合は経験年数の平均で算定） 

【定員１２１人未満の施設（年額）】 

ア ～３年未満     １，９５３千円 

イ  ３年以上７年未満 ２，４４１千円 

ウ  ７年以上      ３，２２５千円 

⑶ 事業費 

   補助及び交付金 ７，３２３千円（２，４４１千円×３園） 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

  [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] １ 子育て支援の充実 

[主要施策]（２）健やかな子どもの成長支援 

 

４ 財源措置 

県支出金 保育補助者雇上強化事業費補助金（補助率５／６） ６，１０２千円 

繰入金   社会福祉事業振興基金繰入金           １，２００千円 

一般財源                            ２１千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

保育補助者の雇用を支援することで保育の質と体制を強化し、現場の負担軽減や保育サービス

の向上を図り、こどもを安心して育てることができる環境を整備する。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

市民部子育て支援課  

 

乳児等通園支援事業費（予算額１，９６８千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

令和８年度より全国で実施される乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について、

本市においても実施し、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備すると

ともに、全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支

援の強化を図るもの。 
 

２ 事業概要 

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を実施する市内保育所及び市外事業所（広域

利用）に対して事業実施に係る費用を給付する。 

⑴ 対象児童  

保育所、認定こども園、地域型保育施設、企業主導型保育施設に在籍していない生後６か月

から満３歳未満のこども 

⑵ 利用時間  １月あたり１０時間まで 

⑶ 事業費 

扶助費 １，９６８千円 

  【給付単価（１時間あたり）】 

   ０歳児 １，７００円  １歳児 １，４００円  ２歳児 １，４００円 

⑷ 利用者負担金 

   こども一人１時間当たり３００円（国が定める標準的な利用料） 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] １ 子育て支援の充実 

[主要施策]（２）健やかな子どもの成長支援 
 

４ 財源措置 

国庫支出金 乳児等のための支援給付交付金（補助率３／４）  １，４７６千円 

県支出金 乳児等通園支援事業費負担金（１／８）         ２４６千円 

分担金及び負担金 乳児等通園支援事業費負担金（利用者負担金）  １４４千円 

一般財源                            １０２千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

事業実施に係る費用を給付することにより、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な     

成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにか

かわらない形での支援の強化を図る。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日  

市民部子育て支援課  

 

放課後児童対策事業費（予算額２００，５９６千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

昼間保護者のいない家庭の小学生を対象に保護者が帰るまでの間、児童を預かり、育成・指

導を行うため、放課後児童クラブ事業を委託して実施するもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ 放課後児童クラブ委託料                    １９７，１２９千円 

市内放課後児童クラブ（２１クラブ）へ事業実施委託 

⑵ 小規模放課後児童クラブ支援事業【新規】                ５９７千円 

国の補助基準額が大幅に減少する児童数１９人以下の小規模放課後児童クラブに対して経

費の一部を委託料に加算する。（灘浦学童保育） 

⑶ 放課後児童クラブ開設時間延長に伴う人件費補助事業【新規】     １，６８５千円 

放課後児童クラブに登録している児童が、保護者の事情により開設時間を超えてクラブに

滞在する必要が生じた場合に、支援員及び補助員に係る人件費相当分を補助する。 

（補助単価：１時間あたり２，７００円） 

⑷ その他                              １，１８５千円 

送迎支援事業委託１３千円、光熱水費１，１７２千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] ２ 仕事と子育てが両立できる環境の整備 

[主要施策]（１）保育サービスや地域における子育て支援の充実 
 

４ 財源措置 

使用料及び手数料 児童福祉施設使用料                １５０千円 

国庫支出金    子ども・子育て支援交付金（補助率１／３）  ６５，２３０千円 

県支出金     子ども・子育て支援交付金（補助率１／３）  ６５，２３０千円 

繰入金      ふるさとづくり基金繰入金          ２０，４５９千円 

一般財源                           ４９，５２７千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

子どもの放課後の安全な居場所を充実させ、保護者の仕事と子育ての両立につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日  

市民部子育て支援課  
 

児童育成支援拠点事業費（予算額９，９８５千円） 
 

１ 背景、経緯及び効果 

養育環境等に課題（不登校、ひきこもり等）を抱える、家庭や学校に居場所のない児童等に

対して、当該児童等の居場所となる場を開設し、虐待の防止や、こどもの最善の利益の保障と

健全な育成を図るもの。 
 

２ 事業概要 

養育環境に課題を抱える児童等の居場所となる場を開設し、生活習慣の形成や学習サポート、

進路等の相談支援、食事の提供等を行うとともに、児童及び家庭の状況をアセスメントし、関

係機関へのつなぎを行う等の個々の児童等の状況に応じた支援を包括的に提供する。 

⑴ 対象者 

① 食事、衣服、生活環境等について、不適切な養育状態にある児童等、養育環境に関して課

題のある主に学齢期以降の児童及びその保護者 

② 家庭のみならず、不登校の児童や学校生活になじめない児童等、家庭以外にも居場所のな

い主に学齢期以降の児童及びその保護者 

③ その他、事業の目的に鑑みて、市町村が関係機関からの情報により支援を行うことが適

切であると判断した主に学齢期以降の児童及びその保護者 

⑵ 定  員  ２０名 

⑶ 開催日時 毎週月～金曜日 ８：３０～１９：００ 

⑷ 開催場所：いきいき元気館２Ｆ 

⑸ 支援内容 

① 安全・安心な居場所の提供 

② 生活習慣の形成（片付けや手洗い、うがい等の健康管理の習慣づけ等） 

③ 学習の支援（宿題の見守り、学校の授業や進学のためのサポート等） 

④ 食事の提供 

⑤ 課外活動の提供（調理実習、農業体験、年中行事の体験や学校訪問等） 

⑥ 学校、医療機関、地域団体等の関係機関との連携及び関係構築 

⑦ 保護者への情報提供、相談支援 

⑧ 送迎支援（地域の実情に応じて実施） 

⑹ 事業費  委託料９，９８５千円 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] １ 子育て支援の充実 

[主要施策]（３）様々な状況の家庭への支援 

４ 財源措置 

国庫支出金 子ども・子育て支援交付金（補助率１／３）   ３，３２８千円 

県支出金  子ども・子育て支援交付金（補助率１／３）   ３，３２８千円 

繰入金   社会福祉事業振興基金繰入金          ３，３００千円 

一般財源                            ２９千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

生活習慣・学習支援・進路相談・心理的ケアを一体的に提供することで、児童等の生活能  

力の向上や成長及び自信の形成を後押しする。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日  

市民部子育て支援課  

 

こどもの遊び場等環境整備推進事業費（予算額１，４９３千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

本市での「こどもまんなか」社会の実現を目指し、氷見市こども計画等に掲げる「こどもが

楽しく遊ぶことができる、安全で安心な施設の整備」を推進し、こどもたちの健全な成長を支

える環境づくりを展開するもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ 全天候型こども施設の整備に向けた基本方針の策定 

遊び場の整備に向けた基本方針を検討するに当たり、こどもや保護者、市民の意見を積極

的に取り入れるためのワークショップ等を開催し、検討を進め、子ども子育て会議において、

基本方針を決定する。 

⑵ 事業費内訳  

区分 内容 事業費（千円） 

報償費 ワークショップ等へ出席する専門家分 １８０ 

旅費 講師を依頼する専門家への交通費等 ７４６ 

委託料 会議運営委託料 ５４０ 

その他 会場借上料、会議用お茶代 ２７ 

計 １，４９３ 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] ２ 仕事と子育てが両立できる環境の整備 

[主要施策]（２）仕事と子育ての調和がとれる環境づくり 

 

４ 財源措置 

一般財源 １，４９３千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

こどもが安心して遊ぶことのできる活動の場を整備することで、氷見市に住む未来を担う

こどもたちが、心豊かに健やかに育ち、保護者が安心して子育てできる環境づくりに資す

る。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日 

市民部子育て支援課  

 

子育て家庭支援給付金支給事業費（予算額４８，２６７千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

食費等の物価高の長期化の影響を受けている子育て家庭を支援するため、０歳から

１８歳までの児童がいる世帯に対して、給付金を支給するもの。 

２ 事業概要 

⑴ 対象者                                     

氷見市に住所を有する１８歳以下の児童 約４，７５０人 

ア 平成１９年４月２日から令和８年３月３１日までに出生した児童で、令和８年

４月１日時点において、氷見市の住民基本台帳に登録されている児童 

                    約４，６００人 

イ 令和８年４月１日から令和８年１２月３１日までに出生した児童で、出生時に

氷見市の住民基本台帳に登録されている児童            約１２０人 

ウ 平成２０年４月２日から令和８年１２月３１日までに出生した児童で、令和８

年４月１日から令和８年１２月３１日までに氷見市に転入し住民基本台帳に登

録された児童                             約３０人 

⑵ 給付金の額等 

児童一人あたり １万円 

ア 市で口座を把握している世帯 給付金の支給の案内を送付し、市が指定する期

限までに、受給拒否の届出があった世帯を除き、

対象世帯に給付金を支給する。（受給拒否の届出

がない場合は、受給の意向があるとみなす。）  

イ 市で口座を把握していない世帯 申請書を受理し内容の審査後、随時支給する。 

※ 申請期限：令和８年１２月２８日 

（１１・１２月の出生及び転入児は令和９年１月２９日） 

⑶ 事業費内訳 

ア 給付金 ４７，５００千円（１万円×４，７５０人） 

イ 事務費    ７６７千円（郵便料、口座振込手数料、封筒印刷代等）  

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] １ 子育て支援の充実 

[主要施策]（１）子育て家庭への支援の充実 

４ 財源措置 

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金   ４８，２６７千円 

       （補助率１０／１０）              

５ 将来にわたるコスト計算 

長期化する物価高騰に対する緊急的な支援措置を実施することにより、子育て家庭

の経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境づくりにつなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日  

市 民 部 健 康 課  

 

初期救急医療体制推進事業費（予算額３，２３７千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果  

耳鼻咽喉科における初期救急医療体制の維持を目指し、新たに高岡市急患医療センターに耳

鼻咽喉科を開設し、高岡医療圏の３市（高岡市・射水市・氷見市）の耳鼻咽喉科医と公的病院

等の医師による当番制を実施するもの。 

 

２ 事業概要 

高岡市急患医療センターでの耳鼻咽喉科の開設に必要な費用に対する氷見市負担金 

⑴ 連携自治体  氷見市、高岡市、射水市 

⑵ 連携する取組 高岡市急患医療センターにおける耳鼻咽喉科の開設 

⑶ 設備整備等 

ア 整備機器      耳鼻咽喉科開設に伴う備品（内視鏡、聴力検査、電気メスなど） 

  イ 総事業費      ２８，９６２千円 

 ウ 各市の負担割合   均等割１０％・人口割２０％・患者割７０％ 

エ 氷見市負担額     ３，２３７千円  

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ２ 誰もが元気に過ごせるくらしの充実 

[施  策] ５ 地域医療の確保 

[主要施策]（２）救急医療体制の確保 

 

４ 財源措置 

一般財源  ３，２３７千円 

 

５ 将来にわたるコスト計算 

   高岡医療圏３市での耳鼻咽喉科の開設により、初期救急医療体制の維持を図る。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日  

市 民 部 健 康 課  

 

現年社会福祉施設災害復旧事業費（単独・能登半島地震災害関連） 
（予算額 ８，５５８千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果  

能登半島地震の発生後、いきいき元気館の一部外構等については、令和６年３月に応急的な

修繕を実施したところであるが、修繕が未了であったいきいき館周辺の路面の段差や地盤沈下

による雨樋の破損等の復旧を行い、市民が安心して利用できる環境を整備するもの。 

 

２ 事業概要 

いきいき館周辺の歩道部及び雨樋の復旧工事 ８，５５８千円 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] １ 子育て支援の充実 

[主要施策]（２）健やかな子どもの成長支援 

 

４ 財源措置 

市債  一般単独災害復旧事業債                ８，５００千円 

（充当率１００％ 交付税算入率４７．５～８５．５％）  

  一般財源                              ５８千円 

 

５ 将来にわたるコスト計算 

計画的に施設修繕を行い、施設の機能維持のための保全・長寿命化を図ることで、利用者数

の確保や施設の有効活用を促進する。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

市民部病院事業管理室  
 

施設整備費（予算額２８５，０６５千円） 
 

１ 背景、経緯及び効果 

金沢医科大学氷見市民病院が、本市の中核病院として市民の生命と健康を守るために必要な

医療を提供できるよう医療機能の維持、充実を図り、安全で安心な医療環境を整備するもの。 

２ 事業概要 

  病院建設時から使用している中央監視システム及びエアコン監視システムを更新するほか、

院内照明のＬＥＤ化工事を実施する。 

⑴ 院内照明ＬＥＤ化整備 

市民病院の院内照明をＬＥＤ化し、温室効果ガス排出量の削減や消費電力の削減を図る。 

＜軽減効果見込＞ 

   ＣＯ²排出量（１本当たり）      約１１５㎏／年（519 ㎏/4.5 年） 

   電気料金           約１４，８００千円／年 

⑵ 中央監視システム整備 

電気、水道、ボイラー、温水供給、給排気など、院内設備を一元管理するシステムを更新し、

適切な運用と効率化を図る。 

⑶ エアコン監視システム整備 

院内全体のエアコンを管理するシステムを更新し、適切な運用と効率化を図る。 

【事業費】 

工事設計委託料（院内照明ＬＥＤ化）  ５，７２０千円 

工事請負費            ２７９，３４５千円 

（うち院内照明ＬＥＤ化  １７８，６９５千円） 

    （うち中央監視システム   ９３，５００千円） 

    （うちエアコン監視システム  ７，１５０千円） 

合 計         ２８５，０６５千円 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ２ 誰もが元気に過ごせるくらしの充実 

[施  策] ５ 地域医療の確保 

[主要施策]（１）地域医療体制の整備 

４ 財源措置 

病院事業債（充当率１００％ 交付税算入率２５％）   １４２，５００千円 

過疎対策事業債（充当率１００％ 交付税算入率７０％） １４２，５００千円 

一般会計出資金                         ６５千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

金沢医科大学氷見市民病院の施設整備を計画的に行い、市民への安全で安心な医療環境の

提供につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日  

市民部環境保全課  

 

一般廃棄物収集体制再構築事業費（予算額７，９３０千円） 

 

 

１ 背景、経緯及び効果 

可燃ごみの収集運搬業務は週６日間で行っているが、事業者における慢性的な人員不

足等の解消が課題となっており、加えて、人口減少等により本市におけるごみ排出量も

減少していることから、一般廃棄物収集業務全体の見直しによる新たな収集ルートの策

定が求められている。収集運搬業務の契約更新を迎えるにあたり、デジタル技術を活用

した実証事業を通して、新たな収集体制の構築とごみ処理体制の適正化により、事業者

への負担軽減を図るとともに、効率的な業務運用によるコストの削減を目指すもの。 
 
２ 事業概要 

ごみ収集車にタブレットを搭載してＧＰＳから収集状況を可視化し、収集経路や所要

時間等のデータを蓄積、それを分析して、平日間の効率的な収集ルートを導き、新たな

効率的で持続可能な収集ルートを再構築する。 

【事業費】委託料 ７，９３０千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ４ 人と自然が共生する環境づくり 

[施  策] １ 循環型社会の形成 

[主要施策]（１）３Ｒ・適正処理の推進 

 

４ 財源措置 

一般財源 ７，９３０千円 

 
５ 将来にわたるコスト計算 

一般廃棄物収集業務全体の見直しにより、事業者の就労改善と収集運搬業務のコスト

削減につなげ、循環型社会の形成に向けては、さらなる家庭系ごみの排出量削減を目指

しながら、効率的で安定的なごみ収集体制を確立していく。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令和８年２月９日  

市民部環境保全課  

 

不燃物処理センター埋立処分地整備事業費（予算額６２，０００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

昭和５７年に竣工した不燃ごみ等の埋立て処分地については、埋立てが進む度に遮水

範囲を拡大しながら使用している。南側の法面において、廃棄物が非遮水域に接近し、

整地作業が難しくなっていることから、埋立処分地の安全で適正な管理に資するための

対処が必要となっているもの。 
 
２ 事業概要 

南側法面の遮水工事を施工する。 

【工事内容】 

南側法面の進入路整形及び埋戻し整地等の土木工事、遮水設備工事 

施工延長 L＝80.000ｍ×9.620ｍ ＝約 770 ㎡ 

【事 業 費】 

工事請負費 ６２，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ４ 人と自然が共生する環境づくり 

[施  策] １ 循環型社会の形成 

[主要施策]（１）３R・適正処理の推進 
 
４ 財源措置 

市債  一般廃棄物処理事業債（充当率７５％ 交付税算入率３０％） 

４６，５００千円 

一般財源                        １５，５００千円 
  
５ 将来にわたるコスト計算 

現況に適合した埋立て処分地として適切に維持管理し、安定的に処理を継続していく

ことで循環型社会の形成を実現する。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

若者・女性が活躍する企業づくり支援事業費（予算額６，５００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

本市では人口減少・少子高齢化の進行により、若者の市外流出や採用難が顕在化し、市内事

業者の人材確保が喫緊の課題となっている。若者・女性に選ばれる職場づくりや働きやすい環

境整備が定着に直結する一方、市内事業者では採用広報に十分取り組む体制が整っていない場

合も多いことから、企業の採用広報の強化に加え、働きやすい職場づくりに対し支援するもの。 
 

２ 事業概要 

   若者・女性に選ばれる職場づくりを目指し、情報発信の強化や働きやすい職場づくりに取り

組む市内の中小事業者に対し、その経費の一部を補助する。 

事業内容 補助対象経費 補助率等 予算枠 
①採用力向上を目的とし

た企業ＰＲ動画の制作 
・動画制作外注費 

１／２ 

上限２００千円 

２００千円 

×５件 

＝１，０００千円 

②採用に関する自社ホー

ムページの作成・改修 
・ホームページ制作外注費 

③就職・転職サイトへの会

社情報の掲載 

・就職・転職サイトへの会社

情報の掲載料 

④市外で開催される求人

企業説明会等への出展 

・出展負担金 

・出展ブース装飾品製作費 

⑤厚生労働省認定制度（え

るぼし、くるみん、ユース

エール）の取得【新規】 

・社会保険労務士等への相

談・伴走支援費用 

１０／１０ 

１００千円 

１００千円 

×５件 

＝５００千円 

⑥スポットワーク仲介サ

ービスを活用した人材確

保【新規】 

・サービス利用手数料 
１／２ 

上限５０千円 

５０千円 

×１００件 

＝５，０００千円 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ２ 働きたいまち 

 [政  策]  ３ 商工業の活力が持続・発展するまちづくり 

[施  策] ４ 産業人材の確保・育成 

[主要施策]（２）勤労者福祉の増進と多様な人材が働き続けられる環境づくり 

４ 財源措置 

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金    ５，０００千円 

（補助率１０／１０） 

繰入金   ふるさとづくり基金繰入金           １，５００千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

若者・女性の市内定着や市内企業の人材確保の促進により、人口流出が減少し、氷見市の  

人口の安定につながる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

若者・女性のキャリアアップ支援事業費（予算額１１，８７６千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

人手不足に直面する市内企業における業務効率化を推進するため、業務の切り出し及び外注

化の取組みを支援するとともに、在宅・短時間勤務（多様な働き方）による就労機会の創出を

図り、企業ニーズとの適切なマッチングを促進するほか、若者及び女性が市内企業において能

力を十分に発揮し、継続的な活躍及び定着が図られるよう、研修の受講及び資格取得等を通じ

たキャリアアップを支援するもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ 市内企業の業務の一部切り出しと地域人材の活用・雇用確保 １０，８７６千円 

 市内企業の業務を棚卸し・細分化し、外部委託が可能な業務を特定（業務の切り出し）す

るとともに、対応可能な地域人材の確保・育成とマッチングにより、生産性向上及び在宅等

の柔軟な就業機会の拡大を図る。 

・プロポーザル費用 ２１千円 

・委託料（業務切り出し調査費、ＩＴスキルセミナー等）９，１３０千円 

・委託料（本格導入前テスト（庁内業務対応）経費）１，７２５千円 

⑵ 資格取得支援補助金 １，０００千円 

 若者（３９歳以下）及び女性（年齢不問）の専門性向上のための資格取得に係る経費を補

助し、キャリアアップを後押しするとともに、その専門性を生かした市内企業への採用及び

採用後の定着を促進する。 

・補助金 ２５千円／件×４０件（２０件（採用時）＋２０件（採用後））＝１，０００千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ２ 働きたいまち 

 [政  策]  ３ 商工業の活力が持続・発展するまちづくり 

[施  策] ４ 産業人材の確保・育成 

[主要施策]（２）勤労者福祉の増進と多様な人材が働き続けられる環境づくり 
 

４ 財源措置 

繰入金  ふるさとづくり基金繰入金  １１，８００千円 

一般財源                   ７６千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

多様な働き方による就労機会を創出し、市内企業における若者や女性の採用促進につなげ

る。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

ふるさと納税推進事業費（予算額３８７，５００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

ふるさと応援寄附金受入額の拡大と安定化を図り、魅力あるまちづくりに取り組む事業の財

源を確保するため、返礼品の質・量の向上や新たな返礼品提供事業者の参画促進等により、市

内事業者の販路拡大や地域産業の活性化につなげるとともに、本市の認知度向上、関係人口の

拡大を目指すもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ クラウドファンディング型ふるさと納税の導入【新規】  ４０，０００千円 

本市（事業者）が取り組みたいプロジェクトを提示し、目標金額、募集期間等を定め、それ

に共感した人が、ふるさと納税という形で資金を支援するＣＦ型ふるさと納税を導入する。 

（通常のふるさと納税）寄附金５０％、返礼品３０％、事務費２０％ 

（ＣＦ型ふるさと納税）寄附金１０％、返礼品３０％、事務費２０％、事業者４０％ 

⑵ ふるさと納税ポータルサイトでの情報発信及び寄附受入【拡充】 ３４１，７４０千円 

ア 新規ポータルサイトの開設 

 ３つのポータルサイト（ＪＡＬ、一休.com、Ｇ－ＣＡＬＬ）を開設し、更なる富裕層の寄

附者の獲得を図る。 

  イ 既存ポータルサイトでの情報発信等（１２サイト） 

⑶ その他 ５，７６０千円 

ＷＥＢ広告に加え、寄附実績報告メールの配信や過去寄附者へのハガキ送付等を定期的に行

い、返礼品及びふるさと納税の積極的なＰＲを図る。 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ２ 働きたいまち 

 [政  策]  ３ 商工業の活力が持続・発展するまちづくり 

[施  策] ２ 地域産業・企業の支援 

[主要施策]（４）ふるさと納税の推進  
 

４ 財源措置 

寄附金  ４０，０００千円 

一般財源    ３４７，５００千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

   新規返礼品開発・情報発信強化・拡充により、新規寄附者の獲得とリピーターの増加を図   

り、寄附受入額の安定的な拡大につなげるとともに、参画事業者の拡大とクラウドファンデ

ィング型ふるさと納税による投資促進を通じて返礼品の質・量を高め、地域産業の収益向上

と魅力発信の強化を実現する。 
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ふるさと納税推進事業費 【補足資料】

返礼品代

３割
事務費

２割

寄付金

５割

返礼品代

３割
事務費

２割寄付金
１割

補助金

４割

補助金(1/2)
1,000万円

自己負担
1,000万円

CF目標額 2,500万円

４割

補助対象経費 2,000万円

2,000万円×1/2＝1,000万円（補助金額）
1,000万円÷0.4 ＝2,500万円（寄付目標額）

目標額達成で事業開始

補助金(1/2+α)
2,000万円

自己負担
０円

CF達成額 5,000万円(目標額の２倍)

補助対象の必要経費100%の
補助を受けることが可能

補助対象経費 2,000万円

2,000万円×1/2＋1,000万円＝2,000万円（補助限度額）
2,000万円÷0.4＝5,000万円（寄付達成額）

４割

〇寄付金の割合の考え方 〇補助金の割合の考え方
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

創業・継業支援事業費（予算額３８，６４１千円） 
 

１ 背景、経緯及び効果 

本市では、経営者の高齢化や後継者不足や能登半島地震の影響等により商業機能が低下して

いることから、地域経済の活力の維持・向上を目指し、新たな創業者や中心市街地における出

店者、既存事業を引き継ぐ事業者に対して支援を行うもの。 

２ 事業概要 

(1) 補助金及び交付金  ３８，５４０千円 

制度 対象者 補助対象経費 補助率 

創業支援事業補助金 

【予算額 9,000 千円】 

市内の新規創業者 

（創業後２年以内） 

店舗取得費、改装費、備

品購入費、家賃 

１／２ 

上限 100 万円 

広告費 １／２ 

上限 50 万円 

まちなか空き店舗等 

出店支援事業補助金 

【予算額 27,000 千円】 

まちなかで空き店舗等

※１を活用し、新規出

店するもの【拡充】 

店舗取得費、改装費 １／２ 

上限 500 万円※２ 

まちなかの空き店舗兼

住宅の居住者かつ所有

者で店舗部分を賃貸す

る予定のもの 

改装費（住宅部分と店舗

部分の機能分離に係る

もの） 

１／２ 

上限 100 万円 

継業支援事業補助金 

【予算額 2,000 千円】 

市内で既に事業を行っ

ている者から事業を承

継するもの 

店舗取得費、改装費、備

品購入費、設備の修繕

費、家賃等 

１／２ 

上限 100 万円 

事業承継資金保証料補

給金【予算額 540 千円】 

事業承継を行おうとす

る新規創業者等 

事業承継に関する保証

制度を利用して受けた

融資の保証料 

１０／１０ 

※１ 都市機能誘導区域内の「空き地」の活用を含む 

※２ 第３期総合戦略の取組に基づく施設（飲食店、宿泊施設、シェアオフィス等）の場合は 

上限５，０００千円、その他は上限３，０００千円 

⑵ とやま呉西圏域連携事業「起業・創業支援事業」負担金 １０１千円 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ２ 働きたいまち 

 [政  策]  ３ 商工業の活力が持続・発展するまちづくり 

[施  策] ２ 地域産業・企業の支援 

[主要施策]（１）起業・創業、継業の支援 

４ 財源措置 

一般財源  ３８，６４１千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

事業を開始しようとする者又は事業を承継しようとする者による補助金の活用を促進し、 

市内に新たな事業者を増やすことで、まちのにぎわいを創出するとともに、将来にわたり、

市民の雇用の確保及び税収の増加につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

小規模事業者設備投資促進補助金（能登半島地震災害関連） 
（予算額１０，０００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

令和６年能登半島地震により被災した小規模事業者に対し、小規模事業者持続化補助金＜災

害支援枠＞が実施されていたが、第８次公募が令和７年１０月２７日をもって受付を終了し、

第９次公募は能登３市３町のみ該当となったことから、被災からの「復旧」段階を経て「再成

長」や「地域経済の活性化」に向けた取組みを進めるため、事業者が行う設備投資に対し支援

を行うもの。 
 

２ 事業概要 

令和６年能登半島地震の影響を受けている小規模事業者の設備投資に係る経費の一部を補

助する。ただし、小規模事業者持続化補助金＜一般型 災害支援枠（令和６年能登半島地震等）

＞の終了に伴う支援であるため、令和８年度の一年限りとする。 

⑴ 対象事業者   

令和６年能登半島地震の影響を受けている小規模事業者のうち、「小規模事業者持続化補助

金＜一般型 災害支援枠＞」又は「同＜一般型 通常枠＞」において不採択となった事業者

であって、専門家活用等により事業計画の内容を精査し、その質を高めたもの。 

⑵ 対象事業 

  業務効率化、生産性向上、省力化、省人化に資する設備投資 

 （ただし、国、県及びその他の補助金等を活用していないもの。） 

⑶ 交付額        設備投資額の３分の２以内の額（上限額１，０００千円） 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標]  ２ 働きたいまち 

 [政  策]  ３ 商工業の活力が持続・発展するまちづくり 

[施  策]  ２ 地域産業・企業の支援 

[主要施策]（２）企業の経営基盤の強化・変革への支援 
 

４ 財源措置 

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金   １０，０００千円 

（補助率１０／１０）    
 

５ 将来にわたるコスト計算 

令和６年能登半島地震の影響を受けている事業者の設備投資を後押しし、安定した事業活

動を行うことができる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  
 

食と自然・景観を活かしたまちづくり事業費（予算額２６，７７５千円） 
 
１ 背景、経緯及び効果 

本市の「食」は里山里海の恵みや「天然の生簀」と呼ばれる富山湾の恩恵を最大限に受けて

いる。これらを積極的に発信し、様々な切り口から食を最大の観光資源と位置付け、食のまち

づくりを総合的かつ計画的に推進することを目指していくもの。また、四季を通じた食のイベ

ント等の開催により、その魅力を発信することで、多くの人が本市を訪れる機会を創出し、交

流・関係人口の拡大につなげるもの。 
 
２ 事業概要 

⑴ 食と自然・景観を活かしたまちづくり計画策定 １３，２７７千円 

本市の特徴である「食」を核としたまちづくりを推進するため、「食と自然・景観を活かし

たまちづくり計画（仮称）」を策定する。計画策定にあたり企業意向調査アンケートや必要と

なる調査・分析や委員会運営、施策立案等を専門的見地から支援を受けながら計画策定を進

めるため民間事業者へ業務を委託する。 

⑵ ひみ美食倶楽部の開催 ４，６６５千円  

本市が誇る豊かな食の魅力を生かすため、深い知識や食に精通した著名人によるトークシ

ョーやパネルディスカッションや、分科会形式の交流会イベントを開催し、食の魅力を多角

的に発信する。 

⑶ ひみぶりフェア負担金 ９００千円 

⑷ “食都”四季を彩る氷見三昧負担金 ６００千円 

⑸ ひみの食ブランディング協議会補助金 ２，１１８千円 

氷見の寿司文化の長期的な継続・発展と寿司職人の事業継承につなげるための寿司体験教

室や、交流・関係人口の拡大を図るための「夜のまちなかグル巡り」等を実施する。  

⑹ 四季を楽しむ食のイベントの開催 ５，２１５千円 

氷見市漁業文化交流センターにおいて小規模な食イベントを開催する。 
 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ２ 働きたいまち 

 [政  策] １ 食を生かしたまちづくり 

[施  策] ２ 食を核とした地域産業の活性化 /３ 食の魅力発信の推進 

[主要施策]（１）氷見ブランドの確立とブランド力の強化 /（１）食の魅力発信の充実 
 
４ 財源措置 

国庫支出金 地域未来交付金（補助率１／２）  ４，１０７千円 

繰入金 ふるさとづくり基金繰入金      １５，６００千円 

一般財源                   ７，０６８千円 
 
５ 将来にわたるコスト計算 

食と自然・景観を活かしたまちづくり計画の策定により、魅力的なまちづくりを進め、賑 

わいの創出につなげる。また、食のイベントを通じた更なる交流・関係人口の拡大や観光入

込数の増による観光消費額の増を図る。  
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事業スケジュール 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

① 

食と自然・

景観を活か

したまちづ

くり計画 

      

 

      

② 

ひみ美食倶

楽部 

            

③ 

ひみぶりフ

ェア 

            

④ 

氷見三昧 

            

⑤ 

ブランディング

協議会 

            

⑥ 

四季を楽し

む食のイベ

ント 

            

 

★業者選定 

★実行委員会 
フェア開催(12/1～2/28) 

★ 
実行委員会 

 
キャンペーン開催（第１期） キャンペーン開催（第２期） 

開催（１回） 

寿司体験教室（２～４回）開催 
キッチンカー管理（通年）  

★開催予定日    ★開催予定日    ★開催予定日 
夜のまちなかグル巡り 

★協議会 

★業者選定 ★中間報告 

ワーキング部会３回開催 

★計画案修正 
★実績報告 
★計画公表 

★第１回委員会

予定日 
★第２回委員会

予定日 
★第３回委員会

予定日 

★素案説明 ★計画案説明 

随時開催 

企業意向調査アンケート実施 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

獅子舞魅力発信事業費（予算額５２７千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

 地域において少子高齢化が進む現状において、獅子舞振興と伝統の継承のために、ひみ獅子

舞ミュージアムでの獅子舞実演会の開催や、市内の小学生をはじめとする子どもたちが獅子舞

を体験できるイベントとして、ひみ獅子舞体験会を開催することで、獅子舞の伝統継承に向け

た機運の醸成を図るもの。 
 

２ 事業概要 

  

区分 内容 事業費 

獅子舞実演会 ひみ獅子舞ミュージアムにおいて、獅子舞実演

会を春・秋の２回開催する。 

委託料 

４００千円 

（２００千円×２団体） 

ひみ獅子舞体験会 ①ひみ獅子舞ミュージアムにおいて、子どもた

ちが獅子舞道具に触れたり、獅子舞の体験や

段ボールの獅子頭づくりなどを通して獅子舞

を体験できるイベントを夏休み期間中に開催

する。 

②氷見駅前で開催するまちなか活性化イベント

に合わせて、獅子舞道具の展示や獅子舞の体

験ができる獅子舞体験ブースを出展する。 

委託料 

１２７千円 

委託先  ひみ獅子舞振興会 

事業費  委託料 ５２７千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ２ 働きたいまち 

 [政  策] ４ 戦略的な観光の振興 

[施  策] ２ 地域資源を生かした魅力ある地域づくり 

[主要施策]（１）氷見らしさの発揮 
 

４ 財源措置 

一般財源  ５２７千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

獅子舞体験や実演会を通して、獅子舞の振興による地域の活性化につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

物価高対策消費拡大支援事業費（予算額７８，０００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

食料品価格等の物価高騰の影響を受ける生活者を支援するため、氷見商工会議所が実施する

地域電子通貨「ひみＰａｙ」を活用した物価高対策事業に対し、必要な経費を補助するもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ 事業内容 

キャンペーン期間内に氷見商工会議所が発行する地域電子通貨「ひみＰａｙ」の利用額の、 

３０％分のポイントを還元する。 

ア ひみＰａｙ取扱店舗  ３１５店舗（令和７年１２月１１日時点） 

イ ひみＰａｙ販売場所  プラファ、氷見商工会議所、観光協会、セブン銀行ＡＴＭ 

ウ 対象者        ひみＰａｙシステム利用者 

エ １ユーザーあたりのポイント還元上限 

１０，０００ポイント（１ポイント＝１円相当） 

オ 還元ポイント総額   ６３，３３０千円分 

⑵ 事業スケジュール 

令和８年 ７月 １日  ポイント還元キャンペーン期間開始 

令和８年 ９月３０日  ポイント還元キャンペーン期間終了 

令和８年１０月３１日  還元ポイント使用期間終了 

 

⑶ 事業費内訳 

項目 金額 内容 

還元ポイント ６３，３３０千円 ２１１，１００千円×３０％ 

手数料 ９，９８０千円 販売手数料等 

広告費 ８２５千円 新聞、パンフレット 

事務費 ３，８６５千円 事務手数料、振込手数料、郵送料等 

合計 ７８，０００千円  

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ３ 商工業の活力が持続・発展するまちづくり 

[施  策] ２ 地域産業・企業の支援 

[主要施策]（３）地域内消費の拡大・促進 
 

４ 財源措置 

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（補助率１０／１０） 

   ７８，０００千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

食料品等に対する物価高対策を実施し、生活者への支援や地域経済の活性化につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

産業振興部商工観光課  

 

物価高対策観光需要喚起事業費（予算額４９，４５０千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

 人件費や物価の高騰の影響を受けている市内事業者に対し、本市への旅行客に対する宿泊割

引キャンペーンを実施して宿泊をきっかけとした市内への観光需要を喚起することで、宿泊事

業者を含めた幅広い事業への経済効果の波及を通して支援するもの。 
 
２ 事業概要 

⑴ 事業内容 

  国内最大手かつ市内の宿泊事業者が最も多く参加しているＯＴＡ（Online Travel Agent の

略で、インターネット上だけで取引を行う旅行事業者のこと）である「楽天トラベル」を活用

し、１予約あたり３千円～１０千円の宿泊割引を行う「氷見旅行割キャンペーン（第３弾）」を

実施する。 

実施主体 （一社）氷見市観光協会 

クーポン発行サイト 楽天トラベル 

クーポン発行枚数 合計８，５００枚を予定 

実施期間 

予約期間：令和８年８月１６日（月）～１１月１２日（金） 

宿泊期間：令和８年８月２３日（月）～１１月１５日（月） 

                     （８５日間） 

利用基準 

クーポン１回の獲得につき、市内対象宿泊施設予約１件に対し宿泊

割引を行う。発行するクーポンは３種類とする。 

 ①１０千円割引 １，５００枚（３人以上・２万円以上） 

 ② ５千円割引 ３，０００枚（２人以上・１万円以上） 

 ③ ３千円割引 ４，０００枚（人数制限なし・６千円以上） 

その他 

クーポン１枚当たり平均２．２人の宿泊（これまで実施してきた事

業の結果による推計）があると推計し、合計１８，７００人の誘客

を見込む。 

 

⑵ 事業費  補助金  ４９，４５０千円 
 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

[政  策] ５ 活気にあふれる地域づくり 

[施  策] ３ 多様な交流の推進 

[主要施策]（１）交流・関係人口の創出・拡大 
 
４ 財源措置 

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（補助率１０／１０） 

                               ４９，４５０千円 
 
５ 将来にわたるコスト計算 

キャンペーンの実施により、観光入込数の増や観光消費額の増につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

建設部ふるさと整備課  

 

現年農地施設災害復旧事業費（補助・能登半島地震災害関連） 
（予算額４１２，０００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

令和６年能登半島地震により被災した農地・農業用施設の復旧を行い、農業生産の

安定を図るもの。 
 
２ 事業概要 

能登半島地震により被災し、災害査定を受けた１２５件のうち、残りの２１件の農

業用施設を復旧する。 

【事業費】 

  工事請負費  ４００，０００千円（農業用施設２１件） 

  事 務 費   １２，０００千円 

合 計  ４１２，０００千円 
 
３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] １ 災害に強い安全・安心なまちづくり 

[施  策] ３ 災害に強い都市基盤の整備 

 [主要施策]（１）土砂災害防止対策の推進 

 
４ 財源措置 

県支出金 農林施設災害復旧費補助金 

     （補助率：農業用施設９５．８％）     ３８３，２００千円 

市債   補助災害復旧事業債 

     （充当率９０％ 交付税算入率９５％）    ２５，９００千円 

一般財源                            ２，９００千円 
 
５ 将来にわたるコスト計算 

被災した農地及び農業用施設の早期復旧を図ることにより、農業基盤の維持と安定

につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

建 設 部 道 路 課  

 

除雪ＤＸ推進事業費（予算額２２，２９３千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

ＧＰＳ除雪管理システムを導入するとともに、幹線道路などにＷＥＢカメラを設置すること

により、除雪対策業務の効率化及び市民サービスの向上を図るもの。 
 

２ 事業概要 

⑴ ＧＰＳ除雪管理システムの導入 

市内１４５台の除雪車にＧＰＳ発信器を取り付けて、ＧＰＳ除雪管理システムと連携する

ことで除雪日報の作成などの業務の効率化を図るとともに、リアルタイムで除雪状況を把握

することにより、市民からの問い合わせへの迅速な対応が可能になる。 

⑵ ＷＥＢカメラの設置 

市道北八代堀田線他８路線１１箇所にカメラを設置し、道路状況を常時確認できる環境を

構築する。 

⑶ 事業費内訳 

ＧＰＳ除雪管理システム    １６，４１２千円 

ＷＥＢカメラ設置        ５，５７７千円  

その他（電気料・通信費など）    ３０４千円 

⑷ 事業スケジュール 

令和８年４～５月  業者選定 

６～１０月 除雪管理システム導入、ＷＥＢカメラ設置 

１１月～  運用開始 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] １ 災害に強い安全・安心なまちづくり 

[施  策] ３ 災害に強い都市基盤の整備 

[主要施策]（３）雪害防止対策の推進 
 

４ 財源措置 

国庫支出金 社会資本整備総合交付金（補助率２／３）         ５，５５２千円 

市債    過疎対策事業債（充当率１００％ 交付税算入率７０％） ７，７００千円 

一般財源                                ９，０４１千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

除雪業務の効率化を図ることで、持続可能な除雪体制を確保し冬期における安全・安心な

道路環境の確保につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

建 設 部 道 路 課  

 

現年公共土木施設災害復旧事業費（補助・能登半島地震災害関連） 

惣領大窪線２号橋災害復旧事業費（補助・能登半島地震災害関連） 
（予算額２，０００，０００千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

能登半島地震により被災した市道の復旧を行うもの。 

２ 事業概要 

⑴ 現年公共土木施設災害復旧事業費（補助・能登半島地震災害関連）１，９００，０００千円 

費  目 内  容 事 業 費（千円） 

工 事 費 道路災害復旧工事７０件 １，７４９，１００ 

委 託 費 測量設計委託１件 ６，０００ 

補 償 費 仮設道路の借上補償料など ２，０００ 

修 繕 費 １式 ５０，０００ 

事 務 費 人件費、消耗品、賃借料など ９２，９００ 

合  計  １，９００，０００ 

  

⑵ 惣領大窪線２号橋災害復旧事業費（補助・能登半島地震災害関連）  １００，０００千円 

ア 事業箇所    仏生寺地内 

イ 工事内容    橋梁復旧工事 

ウ 事業費      

２５０，０００千円（工事請負費：令和８年度～１０年度）※継続費を設定 

   （令和８年度１００，０００千円、令和９年度１００，０００千円、令和１０年度５０，０００千円） 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] １ 災害に強い安全・安心なまちづくり 

[施  策] ３ 災害に強い都市基盤の整備 

[主要施策]（２）浸水被害防止対策の推進 

４ 財源措置 

国庫支出金 公共土木施設災害復旧費負担金      １，６９３，６７５千円 

（負担率９１．２％） 

市債    補助災害復旧事業債             ３０６，３００千円 

 （充当率１００％ 交付税算入率９５％）  

一般財源                             ２５千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

被災した市道を早期復旧することにより、車両及び歩行者の通行の安全と市民生活の安定

を図る。 
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 惣領大窪線２号橋 
位置図及び被災写真 
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R8.2.9現在

番号
工事
番号

箇所名
（河川・路線名等）

大字
復旧延長
（ｍ）

発注計画
進捗状況

1 178 市道阿尾島田線他３路線 阿尾他 130.0 R7.8.29工事完了

2 180 市道三尾見内線 葛葉 26.1 R6.10.31工事完了

3 181 市道間島４号線他２路線 間島他 179.9 R7.8.20工事完了

4 183 市道谷村２号線他１路線 余川 83.7 R7.3.18工事完了

5 187 市道鞍川１号線（その１箇所）他８路線 鞍川 525.4 R7.12.26工事完了

6 213 市道鞍川霊峰線 鞍川 20.9 R6.10.30工事完了

7 185 市道朝日地蔵２号線（その１箇所）他１路線 地蔵町 37.1 R7.8.29工事完了

8 186 市道朝日丘住宅１号線他１路線 朝日丘 69.3 R7.6.27工事完了

9 212 市道薮田見田窪線(その3箇所) 薮田 410.0 R7.7.18工事完了

10 236 市道柳田東8号線他5路線 柳田他 1145.8 R6.8.30契約R8.3.23まで

11 241 鞍川地内消雪ポンプ施設 鞍川 11.3 R7.7.31工事完了

12 243 市道池田浜1号線 北大町 218.4 R7.8.29工事完了

245 市道朝日川原2号線他4路線 本町他 149.9

298 市道氷見田江線（※舗装は別途発注） 伊勢大町2丁目 102.5

273 市道諏訪野9号線他7路線 諏訪野他 596.3

330 市道村上朝日線（その２箇所） 朝日本町 193.4

356 市道栄町住宅２号線他２路線 栄町外 384.4

179 市道稲積一刎線 稲積 70.0

214 市道上稲積10号線 他3路線 稲積 206.4

230 市道氷見大野線 大野新 132.5

327 市道横羽毛中央線他３路線 鞍川 729.9

363 市道加納南１号線他１路線 加納 519.8

211 市道園9号線 他3路線 園 377.1

238 市道島尾東13号線 島尾 51.6

266 市道下田子1号線他4路線 下田子他 420.5

309 市道宮田3号線 宮田 50

322 市道上泉下田子２号線 上泉 184.5

354 市道柳田東９号線他９路線 柳田外 1379.4

175 市道白川向出線 白川 41.6

176 市道脇方裏出２号線 脇方 39.8

177 市道薮田見田窪線（その１箇所）他３路線 薮田 262.8

289 市道中田平沢線他1路線 中田他 159.2

357 市道大境１号線他２路線 大境 420.3

367 市道北八代堀田線（その３箇所）他３路線 余川 1146.9

374 市道脇方裏出１号線他１路線 脇方 112.5

375 市道宮の腰支線 小杉 33.0

302 市道熊無一の瀬線 上余川 188.8

276 市道深原三田窪線（その3箇所）他1路線 矢田部 286.5

274 市道大浦団地1号線他5路線 大浦 545.8

304 市道中尾沢1号線他2路線 鞍川他 310.1

320 市道熊無中田線他４路線 熊無他 549.2

209 市道日詰早借線 他2路線 日詰 92.0

310 市道早借3号線 早借 47.7

376 市道小久米線 小久米 209.2

303 市道触坂飯の田線 触坂 80.5

216 市道坂津線(その1箇所) 他1路線 万尾 94.0

253 市道矢崎清水線（その2箇所）他1路線 十二町 133.1

307 市道川尻4号線他1路線 川尻他 339.8

331 市道川尻１号線他１路線 川尻 414.8

353 市道中谷内惣領線（その４箇所） 粟原 239.7

377 市道上久津呂粟原線（その２箇所） 上久津呂 155.0

255 市道布施川田線他1路線 布施 267.6

269 市道深原三田窪線（その1箇所）他3路線 矢田部 328.9

市道災害復旧工事　発注計画と進捗状況

R7.12.5完了

R7.3.24契約
R8.3.23まで

R7.3.21契約
R8.3.23まで

R7.3.24契約
R8.3.16まで

14

15

16

R7.8.4契約
R8.3.23まで

17

18
R7.8.4契約
R8.3.23まで

19
R7.8.4契約
R8.3.23まで

13
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番号
工事
番号

箇所名
（河川・路線名等）

大字
復旧延長
（ｍ）

発注計画
進捗状況

381 市道布施中村線 布施 244.8

263 市道大浦3号線他6路線 大浦他 794.4

277 市道惣領矢田部線他2路線 惣領他 256.5

301 市道吉池山川線 仏生寺 61.2

329 市道脇之谷内勝木原線 仏生寺 498.2

316 市道胡桃天狗岳線 胡桃 8.6

323 市道森寺親田線 森寺 20

233 市道柿谷上田線他1路線 上田 111.1

250 市道粟屋大橋線 中村 8

293 市道上庄中央線 柿谷 77

308 市道早借上田線 上田 23.2

334 市道柿谷向出線 柿谷 64.7

333 市道日名田熊無線 日名田 129

22 256 市道環状北線 大野他 328.8 R7.8.30契約R8.3.23まで

182 市道加納野線 栄町 62.0

291 市道寺尾飯山線（その1箇所） 寺尾 183.5

292 市道寺尾飯山線（その2箇所） 寺尾 63.8

306 市道川尻6号線他1路線 川尻 320.8

298 市道氷見田江線（舗装のみ） 伊勢大町2丁目 102.5

364 市道下田子海老坂線（その２箇所） 上田子 196.4

25 379 市道下田子海老坂線（その３箇所）　他１路線 下田子外 288.7 R8.2.19入札予定

26 350 市道北八代堀田線（その２箇所）　白鷺橋 川尻 152.7 R8.3.18入札予定

27 184 市道宗源寺２号線 北大町 55.0 R8工事発注予定（設計委託中）

28 190 市道白川中央線他２路線 白川 252.0 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

29 191 市道宇波宮脇線 宇波 48.4 〃

30 192 市道薮田農協線 薮田 81.2 〃

31 193 市道阿尾向田線他１路線 阿尾 760.0 〃

32 194 市道下稲積野線 稲積 36.0 〃

33 195 市道谷村１号線他１路線 余川 118.2 〃

34 196 市道有磯１号線（その１箇所）他１路線 鞍川 253.1 〃

35 197 市道間島海岸線 間島 17.3 R8工事発注予定（液状化協議あり）

36 210 市道西朴木1号線 他2路線 西朴木 287.0 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

37 215 市道小窪3号線 他1路線 小窪 67.5 〃

38 217 市道下稲積1号線 稲積 60.3 〃

39 231 市道鞍川1号線（その2箇所） 大野新 56.5 〃

40 234 市道飯久保住宅13号線 飯久保 118.1 〃

41 235 市道神代飯久保線他4路線 飯久保 518.1 〃

42 237 市道宮田6号線 宮田 50 〃

43 239 市道鞍骨辰出線他2路線 鞍骨 162.9 〃

44 240 市道鞍骨中央線他3路線 鞍骨 85.6 〃

45 242 市道薮田南線 薮田 206.6 〃

46 244 市道湊川右岸線他3路線 本町他 197.5 〃

47 246 市道湊川左岸線他2路線 朝日本町他 247.8 〃

48 247 市道紅谷加納線 大野 283.5 〃

49 248 市道鞍川住易線他6路線 泉他 1026.8 〃

50 249 市道七分一上山岸支線他1路線 七分一他 156.2 〃

51 252 市道島崎水島線他4路線 十二町 321.8 〃

52 254 市道布施宮の前線 布施 247.8 〃

53 257 市道大野坂津線他5路線 大野他 1541.2 〃

54 264 市道中谷内惣領線（その1箇所）他7路線 粟原他 1754.4 〃

55 265 市道浦出脇之谷内線他2路線 粟原 218.6 〃

56 267 市道阿尾海岸線他1路線 阿尾 571.3 〃

R7.7.31契約
R8.3.23まで

20

19
R7.8.4契約
R8.3.23まで

R8.2.19入札予定24

23
R7.11.28契約
R8.3.23まで

21
R7.7.25契約
R8.3.23まで

R7年度まで小計 ７４件発注予定（内12件完了）
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番号
工事
番号

箇所名
（河川・路線名等）

大字
復旧延長
（ｍ）

発注計画
進捗状況

57 268 市道諏訪野宗源寺線他1路線 北大町他 534.7 〃

58 270 市道深原三田窪線（その2箇所）他3路線 矢田部 1813.1 〃

59 271 市道下田子2号線他1路線 下田子 196.9 〃

60 272 市道惣領1号線他2路線 惣領他 584.8 〃

61 275 市道中谷内惣領線（その2箇所）他9路線 下久津呂他 1123.6 〃

62 290 市道薮田見田窪線（その2箇所） 薮田 642 R8工事発注予定（設計委託中）

63 294 市道薮田南線（その2箇所）他1路線 薮田 153.5 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

64 295 市道早借1号線 早借 184.5 〃

65 296 市道湖光線他1路線 湖光他 1164.6 〃

66 297 市道有磯1号線（その2箇所） 幸町 128 〃

67 299 市道地蔵海岸線（その3箇所） 窪 26 〃

68 300 市道石坊川線 大浦 100.7 R8工事発注予定（設計委託中）

69 305 市道大浦中島1号線他1路線 中島 80.8 〃

70 317 市道鞍川稲積線（その２箇所） 加納 314.5 〃

71 318 市道幸町５号線他３路線 幸町 352.3 〃

72 319 市道氷見駅朝日線（その１箇所） 伊勢大町１丁目 277.5 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

73 321 市道中谷内惣領線（その３箇所） 矢田部 40.1 R8工事発注予定（設計委託中）

74 324 市道上庄川左岸線（その１箇所） 北大町 470.7 〃

75 325 市道七軒上庄川線他１路線 幸町 552.8 〃

76 326 市道池田氷見駅線（その２箇所）他２路線 朝日本町他 910.9 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

77 328 市道鞍川向島２号線 鞍川 106.2 〃

78 332 市道久保２号線 上余川 101.6 〃

79 335 市道津野線他２路線 十二町 790.5 〃

80 347 市道加納南２号線（その２箇所）他２路線 加納 486.0 R8工事発注予定（設計委託中）

81 348 市道上庄川右岸線（その１箇所）他１路線 中央町 174.0 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

82 349 市道北八代堀田線（その１箇所） 十二町 614.3 R8工事発注予定（設計委託中）

83 352 市道惣領大窪線（その２箇所）　惣領大窪線２号橋 仏生寺 13.7 〃

84 355 市道白上３号線　他２路線 阿尾 382.9 R8工事発注予定（農地災害復旧あり）

85 358 市道三尾見内線（その２箇所） 三尾 109.8 R8工事発注予定（設計委託中）

86 359 市道加納南２号線（その１箇所）他１路線 諏訪野 223.2 R8工事発注予定

87 360 市道池田氷見駅線（その１箇所）他１路線 北大町外 833.3 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

88 361 市道有磯２号線他１路線 幸町 119.8 〃

89 362 市道氷見駅朝日線（その２箇所） 朝日丘 93.5 R8工事発注予定

90 365 市道上庄川右岸線（その２箇所） 中央町外 902.6 R8工事発注予定（設計委託中）

91 366 市道荒舘線他７路線 十二町 1634.9 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

92 368 市道金谷谷村線（その１箇所） 余川 891.0 〃

93 369 市道池田海岸線（その１箇所）他１路線 北大町 301.3 R8工事発注予定（設計委託中）

94 370 市道池田海岸線（その２箇所） 北大町 232.7 〃

95 378 市道中谷内下久津呂線（その２箇所） 下久津呂 92.4 R8工事発注予定（下水道復旧あり）

96 380 市道上泉３号線 上泉 131.5 〃

97 382 市道飯久保大覚口線（その２箇所）　 飯久保 209.5 〃

98 351 市道新町今町線他４路線 比美町外 624.0 液状化対策エリア（R8設計委託予定）

合計 １４６件

R８年度小計 ７１件発注予定

R９年度以降小計 １件発注予定
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

建 設 部 都 市 計 画 課  
 

都市公園民間活力導入検討事業費（予算額６７１千円） 
 

１ 背景、経緯及び効果 

都市公園法改正により、都市公園の再整備や管理運営において、民間事業者等の資金やノウ

ハウを活用できる「パークＰＦＩ」の導入が可能となっており、本市においても、持続可能な

まちづくりのため、市民サービスの向上や、交流人口・関係人口の維持・拡大に寄与する公園

等の再整備に取り組むため、財政負担を軽減しつつ、公園利用者の利便性向上を図ることが期

待できる「パークＰＦＩ」の導入についての検討を行うもの。 

２ 事業概要 

委託料 都市公園民間活力導入検討基礎調査業務 ６７１千円 

【事業内容】 

Park-PFI 推進支援ネットワークを活用したサウンディング型市場調査を実施し、本市の 

都市公園における導入可能性を調査するもの。 

   【対象都市公園】 

３都市公園（朝日山公園、島尾海浜公園、十二町潟水郷公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   【サウンディング型市場調査】  

民間の市場性・ニーズ・具体的な参入意欲を公開アンケート形式で調査するもので、本市の都
市公園における関心度、民間アイディアの収集、参入しやすい公募条件づくり、事業化のリス
ク低減に役立てるもの。 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 
 [政  策] ３ 快適で住みやすい都市環境の整備 
[施  策] ２ 快適な生活基盤の構築 
[主要施策]（１）公園・緑地の充実 
 

４ 財源措置 

一般財源 ６７１千円 

 

５ 将来にわたるコスト計算 

   今後増大する維持管理費や再整備に要する費用について、パークＰＦＩの導入などを検討し、

財政負担を軽減しながら魅力ある都市公園づくりをはじめ、交流人口、関係人口の拡大につな

げる。 

国土交通省ＨＰ 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

建 設 部 都 市 計 画 課  

 

 

安全・安心とやまの住まい耐震化促進事業費 
（予算額４４，４１７千円） 

 

 

１ 背景、経緯及び効果 

地震発生時における木造住宅等の倒壊等による災害を未然に防止するため、住宅の
耐震改修及び危険なコンクリートブロック塀等の撤去・建替えに対し、その費用の一
部を助成している。令和８年度より制度を拡充し、耐震シェルター設置・購入に要す
る費用に対する補助を追加し、地震から生命と財産を守るための支援制度の充実を図
るもの。 

 

２ 事業概要 

⑴ 旧基準木造住宅（旧耐震）の耐震改修（設計費・工事費） 

(補助率:対象経費の４／５ 上限１,４００千円) １５棟分 ２１,０００千円 

※耐震改修工事は 4/5、上限 120 万円。耐震改修のための計画策定は 2/3、上限 20 万円） 

 

⑵ 被災住宅（旧耐震・新耐震ともに）の耐震改修（工事費） 

 (補助率:対象経費の４／５ 上限１,４００千円) １５棟分 ２１,０００千円 

 

⑶ 危険ブロック塀の撤去及び建替え  

(補助率：対象経費の２／３ 上限１８０千円)   ３件分    ５４０千円 

 

⑷ 耐震シェルターの設置・購入【新規】 

(補助率：対象経費の２／３ 上限６００千円)   ３件分  １,８００千円 

 

⑸ その他（ＰＲのための郵便料金）                ７７千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] １ 住みたいまち 

 [政  策] ３ 快適で住みやすい都市環境の整備 

[施  策] ２ 快適な生活基盤の構築 

[主要施策] ２ 住宅環境の整備 

 

４ 財源措置 

  国庫支出金 社会資本整備事業交付金（補助率１／４）     １１,１２３千円 

  県支出金  木造住宅耐震改修支援事業補助金（補助率１／２） ２２,１７０千円 

  一般財源                          １１,１２４千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

地震発生時における木造住宅等の倒壊等を未然に防ぎ、市民の生命・身体の安全を

確保する。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

教育委員会事務局学校教育課 

学校給食支援事業費（予算額１６５，８７１千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

小学校における国の学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる給食無償化）を実施するとと

もに、小学校給食費の基準額超過部分についても全額負担するほか、中学校給食費を令和７年

度の半額補助から全額補助に拡充し、子育て家庭の経済的負担の軽減を図るもの。  
２ 事業概要 

⑴ 小学校・義務教育学校（前期） ９７，２４１千円 

ア 国支援基準額（月額５，２００円）によるもの ７９，５６５千円（県 10/10） 

イ 市支援分（国支援分との差額）        １７，６７６千円（国 10/10） 

・令和８年度給食費（市内）月額約６，３００円～６，７００円  

・対象児童数  

市内の学校通学者  １，３９１人 

市外の学校通学者     １８人（学校設置者が全額支給しない場合のみ） 

合計        １，４０９人   

・年間日数 ２０４日 

⑵ 中学校・義務教育学校（後期） ６８，６３０千円 

ア 市支援分 ６８，６３０千円（国 10/10） 

   ・令和８年度給食費（市内）月額約７，３００円～７，４００円 

・対象生徒数  

市内の学校通学者     ８４１人 

市外の学校通学者      １４人 

計           ８５５人   

・年間日数 ２０４日 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ２ 仕事と両立できる子育て支援の充実 

[施  策] １ 子育ての充実 

[主要施策]（１）子育て家庭への支援の充実 

 

４ 財源措置 

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（補助率１０／１０） 

 ８６，３０６千円 

県支出金 給食費負担軽減交付金（補助率１０／１０）     ７９，５６５千円 

５ 将来にわたるコスト計算 

支援を実施することにより、栄養バランスや量を保った学校給食を提供するうえでの、子育

て家庭の経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境づくりにつなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

教育委員会事務局教育総合センター  

 

学びの機会支援事業費（予算額９，６２３千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

文部科学省による「令和６年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査」では、県内の不登校児童生徒数は過去最多となっている。本市においても、不登校児童

生徒数は年々増加傾向を示しており、その要因も多様化している。学校では、不登校児童生徒

への対応だけでなく、登校しても教室に入れず、別室で対応するケースや、個別の配慮を要す

る児童生徒が多くなっている現状である。また、教育支援センター「あさひ」への相談件数（新

規）が増加していることにより、保護者・児童生徒・学校及び関係機関を迅速、かつ適切につ

なぎ、支援する人材確保が急務となっているもの。 
 

２ 事業概要 

不登校から学校復帰する段階にある児童生徒や、不登校の兆候がみられる児童生徒が、学     

校内において、自分にあったペースで学習・生活できる環境として、比美乃江小学校に加え

て、窪小学校に校内教育支援センターを設置し、支援員１名を配置する。 

【事業費】 

人件費（校内教育支援センター支援員の報酬、職員手当、共済費） ８，９９０千円 

旅 費（校内教育支援センター支援員及び教育相談員）        ２８２千円 

備品購入費                            ３５１千円 

※教育支援センター「あさひ」教育相談員４名分の人件費は、別途総務課予算として計上 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ３ 次代を担う子どもの育成 

[施  策] １ 学校教育の充実 

[主要施策]（５）個別のニーズに応じた教育 
 

４ 財源措置 

県支出金 校内教育支援センター支援員配置補助事業費補助金    ３，２９７千円 

     （補助率２／３）                     

繰入金  教育文化振興基金繰入金                ６，３００千円 

一般財源                               ２６千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

校内教育支援センター支援員の配置により、不登校傾向にある児童生徒の学習支援や相談支

援を行うことで、誰一人取り残されない学びの保障につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日 

教 育 委 員 会 事 務 局 

文 化 振 興 課  

 

教育文化センター機能強化推進事業費（予算額１１，６１１千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

竣工から４３年が経過し、老朽化が著しい氷見市教育文化センターの機能強化を図るための

施設・設備の改修等について検討を行うもの。 
 

２ 事業概要 

教育文化センターの耐震補強、空調改修、長寿命化が喫緊の課題となる中で、施設の現状の

把握と、市民ニーズや社会的要請に応じた利用環境の整備に必要な工事内容の検討を行う。 

また、教育文化センターを、楽しみながら、集い、学ぶことができる複合施設として、そし

て、市に対する誇りと愛着を育む「ふるさと教育」を推進する施設として活用するプログラム

を構築するなど、ソフト面についても機能強化を図る。 

これらの検討にあたっては、ワークショップを開催し、若者をはじめとする利用者や地域住

民との意見交換を行いながら進めていく。 
 

【事業費】 

教育文化センター改修・機能強化検討業務委託料          ９，０２２千円 

教育文化センター活用プログラム（ふるさと教育等）構築業務委託料 ２，５１７千円 

ワークショップ開催に伴う経費（アドバイザー謝金、消耗品等）      ７２千円  

合 計                  １１，６１１千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ４ 芸術文化や学びの充実 

[施  策] １ ふるさと教育の充実 

[主要施策]（１）氷見に誇りと愛着を持つふるさと教育の推進 
 

４ 財源措置 

一般財源  １１，６１１千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

長期的な視点において施設の持続可能な再生・維持を図るとともに、ふるさと教育を推進

する施設としての機能強化を図ることで利用者の増につなげる。 
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

教育委員会事務局スポーツ振興課  

 

ふれあいスポーツセンター長寿命化改修事業費 
（予算額２９６，３７１千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

開設から２６年が経過しているふれあいスポーツセンターについて、屋根（天井）の腐食が

判明したことから、改修工事を実施し、施設の長寿命化を図るもの。 
 

２ 事業概要 

令和８年度から令和９年度において、屋根（天井）の腐食部分の改修と浸水を防ぐ屋根全体

の防水工事などの屋根改修工事を行う。 

⑴ 事業費（工事請負費及び委託料について令和８年度～９年度の継続費を設定） 

ア 委託料（工事監理委託）    ３４，４５５千円（令和８年度～９年度） 

（令和８年度１３，７８２千円、令和９年度２０，６７３千円） 

イ 工事請負費（屋根改修工事） ６８９，０７５千円（令和８年度～９年度） 

（令和８年度２７５，６３０千円、令和９年度４１３，４４５千円） 

  ウ 事務費             ６，９５９千円 

  エ 継続費                                                      単位：千円  

区分 令和８年度 令和９年度 計 

委託料 １３，７８２ ２０，６７３ ３４，４５５ 

工事請負費 ２７５，６３０ ４１３，４４５ ６８９，０７５ 

計 ２８９，４１２ ４３４，１１８ ７２３，５３０ 

⑵ 事業スケジュール 

令和８年４月 入札 

６月～１２月 Ⅰ期工事（屋根中央部分の防水工事） 

    令和９年５月～１１月 Ⅱ期工事（腐食部分の木工事、屋根両端部分の防水工事） 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ３ 育てたいまち 

 [政  策] ４ 芸術文化や学びの充実 

[施  策] ４ スポーツの推進 

[主要施策]（１）生涯にわたりスポーツを楽しむ環境づくり 
 

４ 財源措置 

国庫支出金 社会資本施設整備総合交付金（補助率１／２）    ５０，０００千円 

市債    過疎対策事業債                 ２４６，３００千円 

      （充当率１００％ 交付税算入率７０％） 

一般財源                               ７１千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

施設を計画的に修繕、改修及び設備更新などを行うことで、利用者の安全確保に努めるとと

もに、利用者の増加につながり、健全な施設運営を図ることができる。 
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ふれあいスポーツセンター長寿命化改修事業 723,530千円

・費用の平準化と工期の確保のため、工期を２期に分割し、２カ年で施工を行う
・R6基本設計、R7実施設計、R8〜9 本工事実施 R7年度

実施設計

R８年度
1期工事
防水工事

R９年度
2期工事

木工事、防水工事

工事費724百万円
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令和８年度当初予算（案）重要な事業説明資料 

令 和 ８ 年 ２ 月 ９ 日  

選挙管理委員会事務局  

 

市議会議員選挙費（予算額４３，４４９千円） 

 

１ 背景、経緯及び効果 

令和８年１１月１３日に任期満了を迎える氷見市議会議員選挙を執行する。 

また、低下傾向にある投票率の向上に向けた取組みを進め、できるだけ幅広い民意を選挙に

反映させることを目指すもの。（Ｈ２６：７４．１％ Ｈ３０：６６．７％ Ｒ４：５９．０％） 

 

２ 事業概要 

⑴ 投票率の向上に向けた取組み【新規】 

ア 南部地域における期日前投票所の設置 

   【設置場所】マックスバリュ氷見店 

   【設置期間】期日前投票最終日（土曜日）午前９時～午後４時 

 

イ 氷見高校の生徒を対象とした期日前投票所の設置 

   【設置場所】氷見高等学校 

   【設置期間】期日前投票日初日（月曜日）※時間は未定 

 

 ウ 過去に廃止となった投票区における期日前投票所の設置 

   【設置場所】旧八代第２投票区、旧碁石第３投票区 

   【設置期間】期日前投票期間のうち１日 ※時間は未定 

   【設置方法】移動投票バスの運行または集会場での投票  

 

⑵ 事業費 

  委託料     １５，１６５千円（ポスター掲示場設置業務、投票所入場券作成業務等） 

  補助及び交付金 ２２，５６７千円（選挙運動用公費負担） 

  その他      ５，７１７千円（印刷製本費、通信運搬費、使用料及び賃借料等）     

計            ４３，４４９千円 

 

３ 第９次氷見市総合計画との整合性 

[基本目標] ４ 市民とともにつくる持続可能なまち 

 [政  策] １ 市民主体のまちづくり 

[施  策] １ まちづくりへの市民参画の推進 

[主要施策]（１）市政への参画機会の充実 

 

４ 財源措置 

一般財源 ４３，４４９千円 
 

５ 将来にわたるコスト計算 

低下傾向にある投票率の向上に向けた取組みを進め、できるだけ幅広い民意を選挙に反映

させる。 
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